
小規模災害公営住宅の名称 

土間のある家(南入りタイプおよび北入りタイプ) 

プランの概要 プランの特徴 

○工法        木造軸組工法 東西に向かい合わせを想定した長屋の提案、A棟は南入、B棟は北入を

想定。道路を挟んで街並をつくる。其々玄関はやや余裕のある土間と

し、合せて前庭を設けることによって、内外のつながりを誘発する。道

路～前庭～土間-台所･食事室-個室へとパブリック-プライベートの序

列も明確になる。土間と前庭は、多様な活動を許容し、人との様々な

つながりが可能になる。屋根は人の出入側に雨や雪を落とさない片流

れとし、道路側に可動天幕(オーニング)の庇空間をつくる。 

○延床面積 A棟159㎡(1F79.5,2F79.5) 

B棟132.5㎡(1F74.5,2F58) 

○概算工事費 A棟 2850万円 

B棟 2300万円 
上記工事費は概算によるものです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事業者情報 
事業者名 山中建築造形舎 

所在地 東京都千代田区飯田橋 2-3-2三信ビル 201 

連絡窓口（担当者） 山中公一 電話番号 03-6272-9165 

メールアドレス jamanaka@mx2.nisiq.net ＦＡＸ 03-6272-9164 
 

土間空間で
色々な繋がり 

雁行で各戸の
領域を明確に 

台所･食事室と
一体利用も可 

間仕切は自由 

可動天幕で
外部と繋ぐ 

公道を挟み向い
合う住戸配置 

前庭に雨雪を落と
さない片流屋根 

前庭空間で
色々な繋がり 


